
 

 
 

水資源機構 工事等成績評定審査委員会 審議概要 
 
 
 平成 28 年度第 1 回工事等成績評定審査委員会については下記の通り開催され、議事に

ついては審議のうえ了承された。 

 

開催日：平成２８年６月１５日（水） 

 場 所：水資源機構本社６０２・６０３会議室 

 

 委員長 篠原煜夫 弁護士 

 委 員 西谷隆亘 法政大学名誉教授 

 毛利栄征 茨城大学教授     （五十音順敬称略） 

 

 

 議 事：平成２７年工事及び業務成績評定報告 

 

 

 

                                        － 以 上 － 



独立行政法人水資源機構　技術管理室

平成27年　完成工事及び業務等に関する成績評定の平均点等について

　　　平成27年 　　　平成26年
最高点 　　　 ８８点 　　　 ８６点
最低点 　　　 ６０点 　　　 ４５点
平均点 　　　 ７４点 　　　 ７１点

２．業務（対象件数：契約額１００万円以上の４６３件）（基準点数：６０点）

　　　平成27年 　　　平成26年
最高点 　　　 ８５点 　　　 ８４点
最低点 　　　 ６０点 　　　 ５０点
平均点 　　 　７４点 　　 　７１点

　　　平成27年 　　　平成26年
最高点 　　 　８３点 　　 　８８点
最低点 　　 　６８点 　　 　６３点
平均点 　　 　７７点 　　 　７３点

※　業務成績評定は、｢１．専門技術力｣、｢２．管理技術力｣、｢３．コミュニケーション力｣、｢４．
取組姿勢｣及び｢５．成果品の品質｣ について、主任監督（調査）職員、統括監督（調査）職員、
検査員がそれぞれの立場から加減点方式で評定を行います。また、関係法令が守られな
かった場合は、評定点から減点されます。

※　60点に満たない業務の主な減点要因は、評定項目の「業務執行能力」、「施工時への配慮」、「コ
スト把握能力」、「工程管理能力」、「説明力・協調性・プレゼン力」及び｢瑕疵修補・損害賠償による減
点｣となっています。

３．現場技術等業務（対象件数：契約額１００万円以上の３７件）（基準点数：６０点）

※　現場技術業務及び用地補償業務の業務評定は、｢専門技術力｣、｢管理技術力｣及び｢
取組姿勢」の各項目について、主任監督職員、統括監督職員及び検査員がそれぞれの
立場より加減点方式で評定を行います。また、関係法令が守られなかった場合は、評
定点から減点されます。

　水資源機構における平成27年に完成した工事及び完了した業務の成績評定の平均点
等は、下記のとおりです。

１． 工事（対象件数：契約額５００万円以上の４０９件）（基準点数：６５点）

※　工事成績評定は、｢１．施工体制｣、｢２．施工状況｣、｢３．出来形及び出来ば
え｣、｢４．工事特性｣、｢５．創意工夫｣及び｢６．社会性等｣の各項目について、主任監
督職員、統括監督職員、検査員がそれぞれの立場から65点を基準として評定を行いま
す。1～３の項目については加減点方式、４～６の項目については加点方式により評定
を行います。また、関係法令が守られなかった場合は、評定点から減点されます。

※　65点に満たない工事の主な減点要因は、評定項目の「配置技術者」、｢施工管理｣及び｢安全対
策｣となっています。


